
番号 名称 員数 年代 国 刃長
太刀　銘 備州長船住兼光 1振 南北朝時代 14世紀　 備前国 2尺4寸6分 (74.5㎝)
附 黒呂色塗鞘打刀拵　 1口
脇差　銘 陸奥守大道作 大縄監物義辰 1振 室町時代 16世紀　 美濃国 1尺1寸9分5厘 (36.2㎝)
附 鮫研出鞘小さ刀拵 1口
短刀　銘 兼定 1振 室町時代 15～16世紀　 美濃国 6寸5分7厘 (19.9㎝)
附 変り塗鞘合口拵 1口
刀　銘 若州住冬廣作 天文八年二月吉日　 1振 室町時代 16世紀　 若狭国 2尺3寸1分 (70.0㎝)
附 銀紛溜塗鞘天正拵 1口 　
短刀　銘　則重 1振 鎌倉時代 14世紀 越中国 8寸4分 (25.5㎝)
附 黒呂色塗鞘小さ刀拵 1口
太刀　銘 伯耆大原真守 1振 平安時代 11～12世紀 伯耆国 2尺2寸9分7厘 (69.6㎝)
附 朱菜種塗鞘肥後拵 1口
刀　銘 摂津住康永 1振 江戸時代 18世紀　 摂津国 2尺3寸5分 (71.2㎝)
附 黒呂色塗鞘打刀拵 1口
刀　銘 伯耆守藤原信高 1振 江戸時代 17世紀　 尾張国 2尺4寸3分 (73.6㎝)
附 黒菜種塗鞘尾張拵 1口
刀　銘 長曾祢興里入道乕徹　山野勘十郎裁断銘 1振 江戸時代 17世紀　 武蔵国 2尺4寸9分 (75.5㎝)
附 鮫研出鞘則亮一作尾張拵 1口
刀　銘 肥前住播磨守藤原忠國 1振 江戸時代 17世紀　 肥前国 2尺3寸5分 (71.2㎝)
附 黒呂色塗鞘打刀拵 1口

番号 名称 員数 時代 銘・備考
１ 銅擬宝珠 1点 江戸時代 慶長7年（1602） 「慶長七年壬刁」「五条橋」　市指定文化財

2 尾張名陽図会（復刻） 1枚 昭和15年（1940） ー

３ 尾張名所図会　巻２ 1組 明治13年（1880） ー

４ 銅鬼瓦 1点 江戸時代 宝暦４年（1754）

５ 銅鬼瓦 1点 江戸時代 宝暦４年（1754）

６ 銅軒丸瓦 1点 江戸時代　18世紀 ー

７ 金城温古録付属　銅葺野地之図 1枚
明治写（原本江戸時代）
19世紀

ー

８ 名古屋城東南櫓東側姿図 1枚 昭和　20世紀
９ 名古屋城東南櫓竣工東側姿図 1枚 昭和28年(1953)
１０ ガラス乾板写真　東南隅櫓東南面 1枚 昭和　20世紀 ー

１１ ガラス乾板写真　東南隅櫓東北面 1枚 昭和　20世紀 ー

１２ 東南隅櫓修理墨書銘板 1枚 江戸時代　宝永7年（1710） 重要文化財附

１３ 巴紋鳥衾 1点 江戸時代　宝永7年（1710）

１４ 巴紋軒丸瓦 1点 江戸時代　宝永7年（1710）

１５ 巴紋軒丸瓦 1点 江戸時代　宝永7年（1710）

１６ 軒桟瓦 1点 江戸時代　18世紀以降

１７ 平瓦片 1点 近代　20世紀

１８ 平瓦片 2点 近代　20世紀

１９ 丸瓦片 1点 昭和21年（1946）

２０ 石垣刻印拓本 15枚 昭和　20世紀 ー

２１ 石垣銘拓本 1枚 昭和　20世紀 「松平土佐守内」

２２ 石垣修理碑拓本 1枚 昭和　20世紀 ー
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西の丸御蔵城宝館企画展

「文化財を伝える」
出品目録

会期：令和7年9月6日(土)～9月28日(日)
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第1部　伝えられる刀剣

すべて名古屋城総合事務所所蔵です。出品番号は展示順と異なる場合があります。

第2部　名古屋城を伝える銘

 すべて日本美術刀剣保存協会名古屋支部会員の所蔵です。出品番号は展示順と異なる場合があります。

「寶永七寅年八月吉日　瓦師古橋三右衛門作　巴合惣
高五拾六万枚八千枚之内」

「寶永七寅年八月吉日　名古屋東田町　瓦□古□□右
衛門作」

「壬戌」　二之丸庭園出土

「三州　新川　大極上請合　鬼庄」　天守台内堀出土

「尾州山に八知多郡瓦屋庄八樽水村」　搦手馬出境門
出土

「昭和二（十一）年　補修　樫原瓦治」　　天守台内
堀出土

「寶暦四甲戌歳　秋七月吉日」「濃州厚見郡　岐阜住
御鋳物師　岡本河内大掾藤原正信作」

「寶永七寅年八月吉日　御瓦師加藤十衛門　名古屋東
田町　瓦師古橋三右衛門作　五拾本之内」

昭和実測図のうち

「寶暦四甲戌歳　秋七月吉日」「濃州厚見郡　岐阜住
御鋳物師　岡本河内大掾藤原正信作」

名古屋城では名古屋城や近世武家文化に関わる文化財を収集、保管、展示しています。時代の変遷の中で名古屋城
に残された文化財や、発掘により地中から出土した考古遺物、さらに、市民の皆様によって守り伝えられてきたもの
など、多様な文化財を紹介する展示を継続して行っています。今回の展示では、「銘」のある文化財を取り上げます。
刀剣、金属、焼き物、石などに刻み、書かれるなどして名や由来を伝える「銘」。文化財は、その形や材質などの

物質的な特徴からわかることが多くありますが、時にこうした銘が伝える歴史的価値は計り知れないものがあります。
こうした銘により伝わる文化財の歴史を紹介します。


